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八尾市空家等対策計画改定に伴う 

空家等実態調査の結果について 

 

１．調査概要 

（１）目 的：空家等対策計画の計画期間終了にあたり、空家等の実態把握及びデー

タベースの更新、所有者等の意向を調査し、市の実状に沿った空家等

対策に資する空家等対策計画の改定の基礎資料とするために実態調

査を行った。 

 

（２）建 物：空家等対策の推進に関する特別措置法に定められる空家等又はこれ 

に附属する工作物、八尾市空家等の適正管理に関する条例に定められ

た法定外空家等 

 

（３）地 域：市内全域 

 

（４）実施日：令和５年８月 30 日から令和６年２月 20 日 

 

（５）調査の流れ 

①机上調査 
※空家候補の特定 
 
（調査内容） 
・水道閉栓 
・水道年間使用量０㎥ 
・平成 29年追跡調査 
・市空家管理台帳 
・地区自治振興委員会アンケート調査 
（28 地区 746 町会） 
 
【机上調査結果】5,998 件 

令和 5年度 

①机上調査 
※空家候補の特定 
 
（調査内容） 
・水道閉栓 
 

 【机上調査結果】2,986 件 

②現地調査 
 
（調査内容） 
・空家、非空家の別 
・老朽化の程度 

②現地調査 
 
（調査内容） 
・空家、非空家の別 
・老朽化の程度 
（法改正に伴うガイドラインを考慮） 
 
③アンケート調査 
 
（調査内容） 
所有者の意向調査等 
 

 【調査結果】1,937 件 

 【調査結果】2,897 件 

平成 29 年度 
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２．老朽化の程度 

 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 

件数 
2,641 

（493） 

148 

（22） 

19 

（４） 

15 

（５） 

74 

（０） 

合計 2,897 

※（）内の数値は法定外空家等の件数 

 

Ａ～Ｅの区分について 

  Ａ：問題なし 

  Ｂ：放置していると管理不全空家等になる 

  Ｃ：管理不全空家等候補 

  Ｄ：特定空家等候補 

  Ｅ：調査不可（公道から敷地内の状況が把握できないもの） 

 

３．アンケート調査 

（１）発送数：3,179 件  

 （２）回答数：999 件  （回答率 31.4％） 

     回答内訳 

郵送  874 件 

      WEB   125 件 

 （３）実施日：令和６年２月５日～令和６年２月 20 日 
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 （４）調査結果 

Ｑ１．所有者の年齢について 

「60～69 歳」が 242 人（24.2％）、「70～79 歳」が 254 人（25.4％）、「80 歳以上」が 166 

人（16.6％）となり、回答者の約 66％を占めています。 

 
29 歳以下

3人 0.3%

30～39 歳

11人 1.1%
40～49 歳

58人 5.8%

50～59 歳

175人 17.5%

60～69 歳

242人 24.2%
70～79 歳

254人 25.4%

80 歳以上

166人 16.6%

無回答・無効回答

90人 9.0%

(N＝999)  
     

 

Ｑ２．居住状況について 

「住んでいなかった（利用していなかった）」が最も多く 490 人（49.0％）を占めています。 

次いで、「住んでいた（利用していた）」が 414 人（41.4％）となっています。 

 

住んでいなかった

（利用していなかった）

490人 49.0%住んでいた

（利用していた）

414人 41.4%

対象建物について

わからない

40人 4.0%

既に取り壊している

9人 0.9%

無回答・無効回答

46人 4.6%

(N＝999)  

令和５年 11 月末時点で、対象建物に住んで（利用して）いたかどうか確認する質問です。 
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Ｑ２-1．居住の利用状況について 

「日常的に居住していた・現在も居住している」が最も多く 153 人（37.0％）を占めてい 

ます。次いで、「転勤、入院などで居住者が長期不在だが、将来戻る予定のため物置として 

利用」が 44人（10.6％）、「二地域居住のための住居として利用」が 39人（9.4％）となっ 

ています。 

 

日常的に居住していた・

現在も居住している

153人 37.0%

二地域居住のための

住居として利用

39人 9.4%

転勤、入院などで居住者が⾧期不在だが、

将来戻る予定のため物置として利用

44人 10.6%

その他

136人 32.9%

無回答・無効回答

42人 10.1%

(N＝414)  
Ｑ２.居住状況についての回答で、「住んでいなかった（利用していなかった）」に回答し

た方を対象とした質問です。 

 

 

Ｑ３．空家となった経緯について 

「別の住宅等へ転居・移転」が最も多く 170人（34.7％）を占めています。次いで、「死亡」 

が 121 人（24.7％）、「老人ホーム等の施設に入居」が 51 人（10.4％）となっています。 

 

別の住宅等へ

転居・移転

170人 34.7%

老人ホーム等の

施設に入居

51人 10.4%

死亡

121人 24.7%

その他

122人 24.9%

無回答・無効回答

26人 5.3%

(N＝490)  
Ｑ２.居住状況についての回答で、「住んでいなかった（利用していなかった）」に回答し

た方を対象とした質問です。 
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Ｑ４．空家になってからの期間について 

「10年以上 20 年未満」が最も多く 89人（18.3％）を占めています。次いで「5年以上  

10 年未満」が 77 人（15.8％）、「1年以上 3年未満」が 75 人（15.4％）となっています。 

 

1年未満

28人 5.8%
1年以上 3年未満

75人 15.4%

3年以上5年未満

58人 11.9%

5年以上10年未満

77人 15.8%
10年以上20年未満

89人 18.3%

20年以上

47人 9.7%

不明

83人 17.1%

無回答・無効回答

29人 6.0%

(N＝486)  
Ｑ２.居住状況についての回答で、「住んでいなかった（利用していなかった）」に回答し

た方を対象とした質問です。 

 

 

Ｑ５．空家になる前の居住者について 

「賃借人」が最も多く 145 人（29.6％）を占めています。次いで「所有者の親・子・親戚」 

が 141 人（28.8％）、「所有者自身（親や子などとの同居を含む）」が 133 人（27.1％）とな 

っています。 

 

所有者自身

（親や子などとの

同居を含む）

133人 27.1%

所有者の親・子・親戚

141人 28.8%

賃借人

145人 29.6%

その他の人

32人 6.5%

不明

18人 3.7%

無回答・無効回答

21人 4.3%

(N＝490)  
Ｑ２.居住状況についての回答で、「住んでいなかった（利用していなかった）」に回答し

た方を対象とした質問です。 
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Ｑ６．建物の取得方法について 

「相続」が最も多く184人（37.6％）を占めています。次いで、「中古で購入」が154人（31.4％）、 

「新築で購入」が 87 人（17.8％）となっています。 

 

新築で購入

87人 17.8%

中古で購入

154人 31.4%

相続

184人 37.6%

贈与

23人 4.7%

その他

30人 6.1%

無回答・無効回答

12人 2.4%

(N＝490)  
Ｑ２.居住状況についての回答で、「住んでいなかった（利用していなかった）」に回答し

た方を対象とした質問です。 

 

Ｑ７．建物用途について（複数回答） 

「住宅」が最も多く 312 人（58.3％）を占めています。次いで、「長屋住宅」が 96 人（17.9％） 

となっています。 

 

312人 58.3%

96人 17.9%

5人 0.9%

20人 3.7%

5人 0.9%

35人 6.5%

2人 0.4%

10人 1.9%

26人 4.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

住宅

⾧屋住宅

共同住宅

店舗

事務所

車庫・倉庫

工場

不明

その他

(N＝511)

無回答24人を除く
 

Ｑ２.居住状況についての回答で、「住んでいなかった（利用していなかった）」に回答し

た方を対象とした質問です。 
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Ｑ８．建物の建築時期について 

「昭和 26～45 年」が最も多く 158 人（32.2％）を占めています。次いで、「昭和 46～55 年」 

が 119 人（24.3％）となっています。 

 

昭和25年以前

(1950年以前)

41人 8.4%

昭和26～45年

(1951～1970年)

158人 32.2%

昭和46～55年

(1971～1980年)

119人 24.3%

昭和56～平成2年

(1981～1990年)

39人 8.0%

平成3～11年

(1991～1999年)

18人 3.7%

平成12～22年

(2000～2010年）

8人 1.6%

平成23～令和2年

(2011～2020年)

4人 0.8%

令和3年以降

(2021年以降)

0人 0.0%

不明

90人 18.4%
無回答・無効回答

13人 2.7%

(N＝490)  
Ｑ２.居住状況についての回答で、「住んでいなかった（利用していなかった）」に回答した

方を対象とした質問です。 

 

 

Ｑ９．建物の維持管理を主に行っている方について 

「所有者または同居している親族で管理している」が最も多く 317 人（64.7％）を占めて 

います。 

 

所有者または同居

している親族で

管理している

317人 64.7%

所有者と同居して

いない、知人・親戚等に

管理をお願いしている

62人 12.7%

業者等（不動産業者、

建築会社、管理専門

業者）に維持管理を

委託している

45人 9.2%

自治会・近所の人に

管理をお願いしている

2人 0.4%

誰も維持管理していない

52人 10.6%

無回答・無効回答

12人 2.4%

(N＝490)  

Ｑ２.居住状況についての回答で、「住んでいなかった（利用していなかった）」に回答した

方を対象とした質問です。 
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Ｑ10．建物の維持管理内容について（複数回答） 
「戸締りの確認」が最も多く 296 人（20.5％）を占めています。次いで、「敷地の清掃・草 

刈り」が 291 人（20.1％）、「台風、地震などの後の見回り」が 251 人（17.4％）となって 

います。 

 

291人 20.1%

142人 9.8%

78人 5.4%

296人 20.5%

106人 7.3%

185人 12.8%

59人 4.1%

251人 17.4%

21人 1.5%

0% 5% 10% 15% 20% 25%

敷地の清掃・草刈り

立木の腐食点検・伐採

屋根ふき材の点検・補修

戸締りの確認

家の傾きなどの兆候確認

雨漏りなどのチェック、修繕

排水設備(浄化槽を含む)の点検・補修等

台風、地震などの後の見回り

その他(N＝1429)

無回答17人を除く  

Ｑ２.居住状況についての回答で、「住んでいなかった（利用していなかった）」に回答した方

を対象に、Ｑ９.建物の維持管理を主に行っている方についての回答で、Ｑ９.「誰も維持管理

していない」に回答した方を除く複数回答の質問です。 

 

 

Ｑ11．維持管理の頻度について 

「年に１～数回」が最も多く 164 人（37.4％）を占めています。次いで、「月に１～数回」 

が 140 人（32.0％）となっています。 

 

ほぼ毎日

33人 7.5%

週に１～数回

64人 14.6%

月に１～数回

140人 32.0%

年に１～数回

164人 37.4%

数年に１回程度

17人 3.9%

10年以上

維持管理をしていない

1人 0.2%

無回答・無効回答

19人 4.3%

(N＝438)  
Ｑ２.居住状況についての回答で、「住んでいなかった（利用していなかった）」に回答し

た方を対象に、Ｑ９.建物の維持管理を主に行っている方についての回答で、Ｑ９.「誰も

維持管理していない」に回答した方を除く複数回答の質問です。 
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Ｑ12．維持管理について不安な点について（複数回答） 

「建物の腐朽・破損の進行」が最も多く 169 人（19.3％）を占めています。次いで、「不審 

者の侵入や放火」が 147 人（16.7％）、「地震等の災害による損壊・倒壊」が 143 人（16.2％） 

となっています。 

 

169人 19.2%

147人 16.7%

104人 11.8%

29人 3.3%

49人 5.6%

143人 16.2%

65人 7.4%

44人 5.0%

73人 8.3%

10人 1.1%

0% 5% 10% 15% 20% 25%

建物の腐朽・破損の進行

不審者の侵入や放火

樹木・雑草の繁茂

地域の景観への悪影響

ごみの不法投棄

地震等の災害による損壊・倒壊

害虫の発生や野良猫などの住みつき

室内の清掃・管理

心配事はない

その他

(N＝833)

無回答49人を除く
 

Ｑ２.居住状況についての回答で、「住んでいなかった（利用していなかった）」に回答した方

を対象に、建物の維持管理を主に行っている方についての回答で、Ｑ９.「誰も維持管理してい

ない」に回答した方を除く複数回答の質問です。 

 

 

Ｑ13．建物の維持管理をする上での課題について（複数回答） 

「課題はない・必要性を感じていない」が最も多く 131人（23.6％）を占めています。次 

いで、「利用する予定がなく管理が無駄」が 108 人（19.5％）、「高齢のため管理が困難」 

79 人（14.3％）となっています。 

 

79人 14.3%

71人 12.8%

54人 9.7%

43人 7.8%

108人 19.5%

18人 3.2%

131人 23.6%

50人 9.0%

0% 5% 10% 15% 20% 25%

高齢のため管理が困難

遠方に居住のため管理が困難

管理費用の負担が重い

時間や人手が足りない

利用する予定がなく管理が無駄

管理を頼める人や業者がいない

課題はない・必要性を感じていない

その他(N＝554)

無回答人を除く  
Ｑ２.居住状況についての回答で、「住んでいなかった（利用していなかった）」に回答した 

方を対象とした複数回答の質問です。 
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Ｑ14．今後 5 年程度のうちの利用や募集について 

「売却」が最も多く 181 人（36.9％）を占めています。次いで、「空家のしておく（物置を 

含む）」が 11 人（22.7％）となっています。 

 

売却

181人 36.9%

賃貸

44人 9.0%

住む（リフォームまたは建て

替えて住む場合を含む）

30人 6.1%

取り壊す

64人 13.1%

二地域居住のための住居

として利用

3人 0.6%

空家にしておく

（物置を含む）

111人 22.7%

その他

20人 4.1%

無回答・無効回答

37人 7.6%

(N＝490)  
Ｑ２.居住状況についての回答で、「住んでいなかった（利用していなかった）」に回答した方

を対象とした質問です。 

 

 

Ｑ15-1．現在、買い手・借り手の募集状況について 

「まだ何もしていない」が最も多く 64人（28.4％）を占めています。次いで、「募集中」、 

が 55 人（24.4％）となっています。 

 

募集中

55人 24.4%

募集の準備中

33人 14.7%

どうしたら良いか分からない

21人 9.3%

まだ何もしていない

64人 28.4%

決定済

44人 19.6%

無回答・無効回答

8人 3.6%

(N＝225)  

Ｑ２.居住状況についての回答で、「住んでいなかった（利用していなかった）」に回答した方

を対象とした方で、Ｑ14.今後 5年程度のうちの利用や募集についての回答で、「売却」「賃貸」

に回答した方を対象とした質問です。 
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Ｑ15-2．売却・賃貸する上で、課題について（複数回答） 

「課題はない」が最も多く 31人（10.9％）を占めています。次いで、「相談できる不動産 

事業者がいない」が 30人（10.5％）となっています。 

 

30人 10.5%

20人 7.0%

9人 3.2%

12人 4.2%

9人 3.2%

18人 6.3%

18人 6.3%

25人 8.8%

25人 8.8%

31人 10.9%

22人 7.7%

0% 2% 4% 6% 8% 10% 12%

相談できる不動産事業者がいない

相続等、登記整理ができていない

他の所有者との合意形成が図れない

再建築不可（道路付けの悪さなど）

都市計画や建築等の法的な制限がある

住宅の耐震性

腐朽損傷が激しい

家財等の整理が困難

金額の折り合いがつかない

課題はない

その他(N＝219)

無回答66人を除く  
Ｑ２.居住状況についての回答で、「住んでいなかった（利用していなかった）」に回答した方

を対象とした方で、Ｑ14.今後 5年程度のうちの利用や募集についての回答で、「売却」「賃貸」

に回答した方を対象とした複数回答の質問です。 

 

 

Ｑ16．取り壊すための課題について（複数回答） 
「取り壊しにかかる費用」が最も多く 38 人（33.3％）を占めています。次いで、「取り壊 

した後の利活用方法」が 23 人（20.2％）となっています。 

 

38人 33.3%

23人 20.2%

16人 14.0%

5人 4.4%

13人 11.4%

4人 3.5%

12人 10.5%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

取り壊しにかかる費用

取り壊した後の利活用方法

取り壊した後の固定資産税の負担

他の所有者との合意形成が図れない

家財等の整理が困難

課題はない

その他
(N＝111)

無回答3人を除く
 

Ｑ２.居住状況についての回答で、「住んでいなかった（利用していなかった）」に回答した

方を対象とした方で、Ｑ14.今後 5年程度のうちの利用や募集についての回答で、「取り壊す」

に回答した方を対象とした複数回答の質問です。 
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Ｑ17．二地域居住のための住居の利用内容について 

「週末や休暇時に使用」が 2人（66.7％）、「たまに寝泊まりに利用（残業で遅くなったと 

きなど）」が 1人（33.3％）となっています。 

 

週末や休暇時に使用

2人 66.7%

たまに寝泊まりに利用

（残業で遅くなった

ときなど）

1人 33.3%

寝泊り以外に利用

（昼間だけ使用するなど）

0人 0.0%

その他

0人 0.0%

無回答・無効回答

0人 0.0%

(N＝3)  

Ｑ２.居住状況についての回答で、「住んでいなかった（利用していなかった）」に回答した方

を対象とした方で、Ｑ14.今後 5年程度のうちの利用や募集についての回答で、「二地域居住の

ための住居として利用」に回答した方を対象とした質問です。 

 

 

Ｑ18-1．売却・賃貸しないまたは取り壊さない理由について（複数回答） 

「物置として必要」が最も多く 49人（29.2％）を占めています。次いで、「特に困ってい 

ない」が 29 人（17.3％）となっています。 

 

49人 29.2%

16人 9.5%

26人 15.5%

16人 9.5%

7人 4.2%

23人 13.7%

29人 17.3%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

物置として必要

仏壇など他に保管場所がない

将来、自分や親族が使う

資産として保有し続けたい

労力や手間をかけたくない

今後の利用は決めていないが、自分の代では手放したくない

特に困っていない(N＝166)

無回答2人を除く  
Ｑ２.居住状況についての回答で、「住んでいなかった（利用していなかった）」に回答し

た方を対象とした方で、Ｑ14.今後 5年程度のうちの利用や募集についての回答で、「空家

にしておく」に回答した方を対象とした複数回答の質問です。 
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Ｑ18-2．売却・賃貸しない理由について（複数回答） 

「好きなときに利用や処分ができなくなる」37 人（21.8％）を占めています。次いで、「住 

宅の質の低さ（古い・狭いなど）」が 25人（14.7％）、「リフォーム費用をかけたくない」 

が 20 人（11.8％）となっています。 

 

25人 14.7%

5人 2.9%

3人 1.8%

9人 5.3%

10人 5.9%

20人 11.8%

6人 3.5%

16人 9.4%

37人 21.8%

22人 12.9%

0% 5% 10% 15% 20% 25%

住宅の質の低さ（古い・狭いなど）

道路付けの悪さ

交通の便の悪さ

満足できる価格で売れそうにない

満足できる家賃で貸せそうにない

リフォーム費用をかけたくない

買い手・借り手の少なさ

他人に貸すことに不安がある

好きなときに利用や処分ができなくなる

その他(N＝153)

無回答17人を除く  

Ｑ２.居住状況についての回答で、「住んでいなかった（利用していなかった）」に回答し

た方を対象とした方で、Ｑ14.今後 5年程度のうちの利用や募集についての回答で、「空家

にしておく」」に回答した方を対象とした複数回答の質問です。 

 

 

Ｑ18-3．取り壊さない理由について（複数回答） 

「解体費用をかけたくない」が 27人（21.6％）、「取り壊すと固定資産税が高くなる」が 

20 人（16.0％）となっています。 

 

27人 21.6%

20人 16.0%

17人 13.6%

38人 30.4%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

解体費用をかけたくない

取り壊すと固定資産税が高くなる

更地にしても使い道がない

その他(N＝102)

無回答23人を除く
 

Ｑ２.居住状況についての回答で、「住んでいなかった（利用していなかった）」に回答し

た方を対象とした方で、Ｑ14.今後 5年程度のうちの利用や募集についての回答で、「空家

にしておく」に回答した方を対象とした複数回答の質問です。 
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Ｑ19．空家を管理する上で、負担と感じる費用について（複数回答） 
「固定資産税・都市計画税」が最も多く 252 人（31.0％）を占めています。次いで「補修・ 

修繕費」が 134 人（16.5％）、「火災・地震保険料」が 98 人（12.1％）となっています。 

 

26人 3.2%

252人 31.0%

98人 12.1%

7人 0.9%

81人 10.0%

31人 3.8%

134人 16.5%

96人 11.8%

32人 3.9%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

光熱費（水道代・ガス代・電気代）

固定資産税・都市計画税

火災・地震保険料

管理委託費

庭木の手入れ費

耐震改修費用

補修・修繕費

不用品の整理費用

その他
(N＝757)

無回答55人を除く
 

Ｑ２.居住状況についての回答で、「住んでいなかった（利用していなかった）」に回答し

た方を対象とした方で、Ｑ14.今後 5年程度のうちの利用や募集についての回答で、「売却」

「賃貸」に回答した方で、Ｑ15-1.募集状況で「決定済み」と回答した方を除く複数回答の

質問です。 

 

 

Ｑ20．空家の寄付・贈与に関する制度の活用について 

「活用しない」が 321 人（72.0％）を占めています。 

 

活用したい

12人 2.7%

検討したい

61人 13.7%

活用しない

321人 72.0%

無回答・無効回答

52人 11.7%

(N＝446)  
Ｑ２.居住状況についての回答で、「住んでいなかった（利用していなかった）」に回答し

た方を対象とした方で、Ｑ14.今後 5年程度のうちの利用や募集についての回答で、「売却」

「賃貸」に回答した方で、Ｑ15-1.募集状況で「決定済み」と回答した方を除く質問です。 
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Ｑ21-1．空家バンク制度について 

「名前も内容も知らない」が最も多く 264 人（59.2％）を占めています。 

 

名前を知っている

128人 28.7%

内容を知っている

15人 3.4%

名前も内容も知らない

264人 59.2%

無回答・無効回答

39人 8.7%

(N＝446)

 
Ｑ２.居住状況についての回答で、「住んでいなかった（利用していなかった）」に回答し

た方を対象とした方で、Ｑ14.今後 5年程度のうちの利用や募集についての回答で、「売却」

「賃貸」に回答した方で、Ｑ15-1.募集状況で「決定済み」と回答した方を除く質問です。 

 

 

Ｑ21-2．八尾市空家バンク既存住宅状況調査について 

「名前も内容も知らない」が最も多く 373 人（83.6％）を占めています。 

 

名前を知っている

25人 5.6% 内容を知っている

5人 1.1%

名前も内容も知らない

373人 83.6%

無回答・無効回答

43人 9.6%

(N＝446)

 
Ｑ２.居住状況についての回答で、「住んでいなかった（利用していなかった）」に回答し

た方を対象とした方で、Ｑ14.今後 5年程度のうちの利用や募集についての回答で、「売却」

「賃貸」に回答した方で、Ｑ15-1.募集状況で「決定済み」と回答した方を除く質問です。 
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Ｑ21-3．八尾市提案型空家等利活用促進補助について 

「名前も内容も知らない」が最も多く 386 人（86.5％）を占めています。 

 

名前を知っている

14人 3.1% 内容を知っている

4人 0.9%

名前も内容も知らない

386人 86.5%

無回答・無効回答

42人 9.4%

(N＝446)

 
Ｑ２.居住状況についての回答で、「住んでいなかった（利用していなかった）」に回答し

た方を対象とした方で、Ｑ14.今後 5年程度のうちの利用や募集についての回答で、「売却」

「賃貸」に回答した方で、Ｑ15-1.募集状況で「決定済み」と回答した方を除く質問です。 

 

 

Ｑ21-4．八尾市同居支援補助制度について 

「名前も内容も知らない」が最も多く 388 人（87.0％）を占めています。 

 
名前を知っている

13人 2.9% 内容を知っている

4人 0.9%

名前も内容も知らない

388人 87.0%

無回答・無効回答

41人 9.2%

(N＝446)

 

Ｑ２.居住状況についての回答で、「住んでいなかった（利用していなかった）」に回答し

た方を対象とした方で、Ｑ14.今後 5年程度のうちの利用や募集についての回答で、「売却」

「賃貸」に回答した方で、Ｑ15-1.募集状況で「決定済み」と回答した方を除く質問です。 
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Ｑ21-5．八尾市中古住宅流通促進補助制度について 

「名前も内容も知らない」が最も多く 374 人（85.8％）を占めています。 

 

名前を知っている

14人 3.1% 内容を知っている

4人 0.9%

名前も内容も知らない

383人 85.9%

無回答・無効回答

45人 10.1%

(N＝446)

 
Ｑ２居住状況についての回答で、「住んでいなかった（利用していなかった）」に回答し

た方を対象とした方で、Ｑ14今後 5年程度のうちの利用や募集についての回答で、「売却」

「賃貸」に回答した方で、Ｑ15-1 募集状況で「決定済み」と回答した方を除く質問です。 

 

 

Ｑ22．空家等対策の推進に関する特別措置法の一部改正について 

すべての項目で「知らなかった」が 70%超える結果となっています。 

 

96人 22.0%

72人 16.5%

60人 13.8%

72人 16.5%

70人 16.1%

314人 72.0%

339人 77.8%

349人 80.0%

339人 77.8%

337人 77.3%

26人 6.0%

25人 5.7%

27人 6.2%

25人 5.7%

29人 6.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

法を知っているかについて

法が改正されたことについて

法の改正で「所有者の責務の強化」等

の認識について

法の改正で「管理不全空家」が位置付

けられ「指導・勧告」の対象となったことに

ついて

勧告された空家等は、敷地に係る固定

資産税の住宅用地特例（1/6等に減

額）は解除されることについて

知っていた 知らなかった 無回答

(N＝436)  

Ｑ２居住状況についての回答で、「住んでいなかった（利用していなかった）」に回答し

た方を対象とした方で、Ｑ14今後 5年程度のうちの利用や募集についての回答で、「売却」

「賃貸」に回答した方で、Ｑ15-1 募集状況で「決定済み」と回答した方を除く質問です。 

 

 


